
「きょうは金や銀の使い方を教 

えましたが、初めは自由に指す 

のがいちばんです。」と囲碁･将 

棋サロンの西塔
さいとう

さん。盤上を真

剣に見つめるみずきちゃんに、目を細めてうれしそ

う。小学生とおじいちゃん。年の差をこえて、新し

い世代と地元の方々との、あたたかい交流が生まれ

るサロンとなっています。地域が子どもたちの育ち

を見守り、つながり、よい関係を築いていく。成長

するご家族と老上学区には今、そんな気運が生まれ

つつあります。 

もしよかったら、お友達もつれてきてね、と言うと

「私がもうすこし強くなってから、いっしょにきた

いです」と、くったくのない笑顔で話してくれまし

た。将棋の輪がもっと広がるといいね。がんばれみ

ずきちゃん！（時）◆初めての囲碁将棋サロン 子ども

たち大歓迎！毎週土曜日 10:00～12:00 老上市民センターにて 

 

☎564-1430まで 

 

6 月 11 日(土)に老上市民センターで「カレーづくり」を 

を行いました。更生保護女性会や農業合校等多くの団体の協力のもと、子どもたちや

保護者、地元団体の人々と BBS スタッフが一緒になりカレーを作って、食べて、遊ん

でと楽しい時間を過ごしました。みなさん、楽しい時間をありがとうございました。 

老上少年野球スポーツ少年団は、平成６年にひとつ 

のチームとして結成されました。老上学区にはそれ 

まで川の下、湖州平、矢橋と３つ 

あったチームが、少子化やスポー 

ツ競技の多様化で単独ではチーム 

ができず、チームをひとつに結成。 

今年で２２年目になります。 

チームのスローガンは、「あいさ 

つをしよう」、「はっきりと返事を 

しよう」、「きびきび行動しよう」。 

３つのことを最低限として練習や試合にのぞんでい 

ます。どんなスポーツもそうですが、やはり試合を 

する以上、勝敗は大事です。でもそのことにこだわ 

ると本来の目的である老上少年野球理念からはずれ 

みずきちゃんと将棋 
「オハヨウ」「おはようございまーす」 

集団登校の通学路に、い 

つもの声がいきかう朝。 

老上小学校 3年、西岡
にしおか

瑞
みず

 

紀
き

ちゃんも元気な声であ 

いさつします。お父さん、 

お母さん、妹さんと暮らすマンションから小学校ま

で歩いて約 10 分。学校が大好きな女の子です。ピア

ノや塾と同じようにいま熱心にとりくむのが、なん

と、将棋。5 月から、老上市民センターの「初めての

囲碁・将棋サロン」に参加しています。将棋がした

いというみずきちゃんに、最初は「孫のためなら…」

と信楽から来られたおじいちゃんと初参加。お母さ

んや妹さんと一緒に参加することもあります。 
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老上学区(H28.5.31 現在) 
人口  9,014 人 
世帯数  4,035 世帯 

ふるさと老上のこころ  

自主（進取の心） 
協同（連 帯 性） 
敬愛（人権尊重） 

編集・発行 老上学区まちづくり協議会・草津市老上市民センター(老上公民館) 

〒525-0055 草津市野路町 520 番地 TEL･FAX 564-1430  

e-mail:sc-oikami@city.kusatsu.lg.jp 

 

Rits BBS 主催老上寺子屋 14 周年企画「カレーづくり」 

 

 

 

 

 

BBS＝Big Brothers and Sisters 

movement の略。立命館の大学生
が主となり活動する団体です。 

みまもり・つながる・老上ファミリー➊ 

 

てしまいます。その根本的な考え方は、野球を通じ 

て「こころとからだ」を育てること。スポーツをで 

きる歓びを感じ、生涯スポーツとし 

て取り組むこと。少年野球で人々を 

つなぎ、地域づくりに貢献すること 

など…スポーツを通した子どもたち 

の社会教育の場と考えています。最 

近は老上少年球団の卒団生の子ども 

も入団してくれて、親子二代にわた 

るおつきあいとなっています。 

今後も老上少年野球が末長く存続発展していくこと

をめざし、子ども、保護者、指導者が一体となって

がんばっていきます。（老上少年野球スポーツ少年団

代表 熊川光治） 

老上少年野球スポーツ少年団 



4 月 27 日に平成 28 年度評議員会を開催。事業報告・決算報告、会則の改正と役員 

の改選が審議し承認されました。新生老上学区まちづくり 

協議会の本格的な活動は、それぞれが持てる力を 

結集し、まちづくりに取り組んでいきます。 
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平成２８年度老上学区まちづくり協議会と主要各団体の会長が決まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お・い・か・み 伝承スポット ❷                              

 

  南 笠 古墳
こ ふ ん

 群 
 

南笠１号墳 

※４、５号は遺跡 
南笠 2 号墳 

南笠 3 号墳 

※南笠５号墳 

※南笠４号墳 

通称では､
、

胡蘆山
ひょうたんやま

とよばれている南笠古墳群。南笠町 

北方に位置し、草津市の指定史跡(昭和 48 年／1973 年 

10 月 15 日）です。草津市で現存する唯一の古墳群とさ

れ、前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

2 基と半壊状の円墳
えんふん

１基（１～３号墳）

があります。平成 14 年のほ場整備でこの辺りには５基    

の古墳があったことが判明しました（図面参照）。 

「栗太志」によれば、これらを含め 22 基の古墳が群

集していたとあり、出土した埴輪片
はにわへん

、 

須恵器
す え き

などの考証から 5世紀(400 年 

代)後半から末頃に本地域を根拠地と 

した首長(治田氏もしくは笠氏)の大 

墓域であったと考えられています。散策の際に足をの

ばして、遠い歴史に想いをはせながらこのエリアを歩

いてみるのもいいかもしれません。 

（南笠町 小寺實） 

 □あなたの身近の、昔から伝わるお話をご紹介ください。投稿・情報 

お待ちしています！老上市民センターまで  

                                     

湖 州 平 自 治 会 通りの名前が魅力の湖州平 

「笑顔でつなぐ明日への輪」が当自治会のモットー。

町内行事に多くの自治会役員が参加し、共同で作業

することで、絆が強くなり、町内独自の行事が伝統

になればとの思いであふれています。創立 43 年にな

りますが、創立時には働き盛りの住人と子どもたち

が多い活気ある町でした。いつしか子どもと高齢者

人口が逆転し、全戸 400 軒足らずの町内に 65 歳以上

が 400 名を超え、少子高齢化が顕著、というのが現

状です。若者の自治会離れは心配ですが、高齢者は

多趣味で元気、前向きな「スーパーエイジャー（ス

ーパー高齢者）」ぞろいです。 

町内の主要路には、「かわばた通り」「こうえん通 

り」「まなびや通り」と愛称がついています。この道 

路は通学路で毎日子どもたちの元気なあいさつの声が

聞こえ、活気に満ちた、まさに夢街道あいさつ通りで

す。標柱など色合い・デザインなどは高齢者の発案で

す。また町内のさまざまな情報をお知らせする広報紙

「ほほえみ」、平成 15 年の創刊で、子どもも大人も楽

しめ、毎月の発行を待っている人がいる人気紙です。

各委員の催し、共同作業、訓練、 

スポーツ大会、子どもたち参加の 

行事など、身近でほほえみたくな 

る話題がつまっています。 

（湖州平 齋藤浩之） 

地域の美化に 
貢献するまち 
づくり協議会 

 

※まちづくり協議会理事 
(順不同・敬称略) 

 

■

会長 奥村　和三郎
副会長（安全・安心部会長） 中嶋　仁一
副会長（自治・総務部会長） 齋藤　浩之
副会長（ふれあい交流部会長） 畑中　博夫

副会長（福祉部会長） 山本　清治
副会長（子ども育成部会長） 杉江　志津乃

副会長（人権部会長） 山本　幹雄

会計 川副　和男

理事（団体より）
シャリエパークナード南草津 櫻井　和義

福祉委員会 平中　百合子

老上学区まちづくり協議会

■ 社会福祉協議会 山本　清治

■ 体育振興会 ※ 永田　卓

■ 青少年育成区民会議 ※ 熊川　勉

■ 老上老人クラブ連合会 池藤　利彦

■ 老上同和教育推進協議会 山本　幹雄

■ 教育振興会 木村　進

■ 地域協働合校推進委員会 杉江　志津乃

■ 老上幼稚園PTA 久保　典子

■ 老上小学校PTA 亀田　美幸

■ 老上中学校PTA 松田　弘之

■ のびっこ老上 熊澤　歩美

■ 自主防災防犯研究会 小寺　實

■ 交通安全会 中嶋　仁一

草津栗東交通安全
協会老上支部

鈴木　節男

■
老上校区生徒指導
推進協議会

辻本　長一

■

■ 更生保護女性会 伊庭　洋子

■ 老上っ子を守る会 平山　裕子

■ 老上ふれあい農業合校 小寺　一久

■ ボランティア連絡協議会 山本　幹雄

■ 社会福祉委員会 大川内　治

■ 健康推進員連絡協議会 古田　江美

■ 保護司会 治田　功

■ 勤労者老上 関戸　美智子

■ 少年補導委員会 杉江　英也

民生委員児童委員
協議会

飯沼　昭男

■
老上・老上西子育て
サロン推進委員会

飯沼　昭男

※

■
夢街道あいさつ通り
推進友の会

畑　實

■
日本赤十字奉仕団
老上分団

中西　安子

■

野路川ノ下 中嶋　仁一

南笠町 田村　勝美

湖州平 齋藤　浩之

南草津団地 桑原　信一

大町 荒砂　俊男

野路下北池 川副　和男

アメニティ南草津Ⅱ 塚本　修悟

監事
老上老人クラブ連合会 畑　實

ボランティア連絡協議会 大橋　輝雄

理事（各町内会・自治会長）
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手をつなぎ 心通わす 誘・融（とけ合う）老上 

◇夢街道「あいさつ通り」の推進 

◇教育講演会 

◇「わくわく王国２０１６」 

10 月 22 日(土)～10 月 23 日(日) 

◇ふれあい農業合校 

◇「夏休みの友」 

子どももおとなもよっといで！ 

 夏休み期間中に老上公民館で開催 

 親子で３Ｂ体操 7/27 点字体験 7/29 

 伝えたい戦争のこと 8/1  

老上子ども王将戦 8/20 

◇わんぱくプラザ老上 

◇書初め大会 

 

 

◇茶道の作法を学ぼう  

お茶サークル「十季の会」のみなさんと 

・茶道体験 

◇読書タイム    

読み聞かせボランティア 

「ぽけっと」のみなさんと 

・絵本の読み聞かせ 

図書館ボランティアのみなさんと 

・本の貸し出し 

◇ふれあい老上まつり   

地域のおまつりのなかで・学習発表 

◇作物を育てよう  

老上ふれあい農業合校のみなさんと 

・米づくりを体験しよう 

・野菜を育てよう 

◇身近な人に学ぼう  

地域の人々と 

・昔の遊び 

・昔のくらし 

・障がいのある方とともに 

手をつなぎ 心通わす 誘・融（とけ合う）老上 

5/23 5 年生の田植え 

みんな友だち仲間だよ 元気に遊ぼう 老上っこ  

◇ふるさと老上を探検しよう！  

様々な人々との触れ合いの中で、ふるさと意識の 

高揚をはかる 

◇出会い・ふれあい・響きあい    

地域の人たちとの交流を深める 

（園外保育・ふれあい老上まつり・ふれあいもちつき大会） 

保育所の園児・小学生・中学生との交流を深める 

お話し会や集会に参加し、本物に触れ感動を味わう 

◇子育てホットタイムへようこそ   

未就園児 3 歳児活動 誕生参観での懇談 

毎
朝
み
ん
な
で
、 

身
体
を
動
か
す
時
間

で
す 

 

 
老上学区地域協働合校通信 

( 融 合 ) 

 

 
◇学校だより「考動する老中」学年通信の発行 

◇進路学習「職業講話(1 年生)」 

「職場体験（２年生）」7 月 4 日～７月８日実施 

◇授業や部活動に地域の方を講師に招き、地域の方々

から学ぶ。書道教室、合唱コンクール、朝の「考動

タイム」の読み聞かせ、留学生との交流、部活動指

導。 

◇人権学習 

◇「老上クリーン作戦」10 月 30 日（日） 

◇老中祭「文化の日」9/23､老中祭「体育の日」9/30 

 地域の方々を招き、参加していただきます。 

◇地域交流ボランティア･･･生徒会総務と保健委員会

が敬老会に出かけます。また、保健委員会は、幼稚

園に出向き、歯科衛生の寸劇や紙芝居で、歯の大切

さを伝えます。 

 

6/18 わんぱくプラザ老上 田ふみ 
あいさつ運動 

「はりきりタイム」 

ともに高め・輝かそう「自分の良さ、老中の良さ、地域の良さ」  

「夢街道」がベゴニア植え 

6 年生の茶道体験 

平成 28 年度 地域協働合校 

 

事業計画（一部抜粋） 
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60 歳以上の方対象に年 8回の講座を開催しま
す。 

【編集後記】  

わがまちショット 

川ノ下の夕焼け 

湖線と南笠町  

今号トップを飾る将棋少女の記事は、入念な取材によるもので、彼女の上達に合わせた続編も期待してください。 

「おいかみ伝承スポット」の南笠古墳群は、市指定史跡でもあり是非一度足を運ばれることをお勧めします。（T.T） 

写
真
は
、
二
年
間
草
津
の
夕
焼
け
を
撮
影

し
た
中
の
一
枚
で
す
。
西
の
空
が
真
っ
赤
に
焼

け
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
七
月
と
八
月
の
二
か
月
で

数
回
で
す
。 

撮
影
・
文 

木
村 

正
司 

 

老
上
公
民
館
２
回
連
続
講
座
❘
写
真
撮
影
の
技
法
を
学
ぶ
❘ 

あ
な
た
が
み
つ
け
る
す
べ
て
を 

 
 
 
 
 
 
 

作
品
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

開
催
日 

①
九
月
六
日
（
火
）
十
時
～
十
二
時 

 
 

 
 
 
 
 

②
九
月
二
十
八
日(

水)

十
時
～
十
二
時 

 
 

 
 

講
師
は
、
左
の
写
真
の
木
村
正
司
さ
ん
で
す
。 

 
 

※
詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

募集 

老上公民館講座やすらぎ学級 69 名の学級生でスタート 

開講式のあと草津総合病院の中村

哲治先生のもと身体の各部位（胸

椎、足関節と足指） 

の運動の仕方を教え 

ていただき、みんな 

で一緒に運動しました。 

第 1 講「しなやかに楽に動けるからだをつくろう」5/6 

一般公開ケース研究会 

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ  
～私たちにできることを考える～ 

日時  7 月 9 日(土)13:30～ 

場所 老上市民センター 

主催 老上更生保護女性会 他 

 みんなの命を守るために～救命処置の方法を学ぼう～ 

心肺蘇生法とＡＥＤの使い方を学びます 

日時   8 月 26 日(金)13:30～15:00 

場所 老上市民センター 

講師 湖南広域消防局南消防署 

主催 老上学区まちづくり協議会・老上公民館 

※詳しくは、後日お知らせします。 

 

「ミュージックセラピー♪オンタイム♪」のメンバーの

西山邦舗さんから人権をテーマにお話をいただきなが

ら、ギター・マンドリン・フルート・ドラムによる演奏

に合わせて、みなさんで懐かしの歌を一緒に歌いまし

た。「人は思いやりによって助けられている」とあらため

て気づかされました。 

 

第 2 講「思いやりコンサート♬」 6/3 
ノルディック・ウォーク初体験～烏丸半島を一周～  

ポールを使って歩くノルディック・ウォーク。運動

効果の高いニュースポーツとして広がりをみせてい

ます。5 月 27 日、草津市老人クラブ連合会主催で総

勢 80 人余りが初体験、好天のもと烏丸半島を一周し

てきました。老上老ク連からは 30人ほどが参加。ポ

ールの持ち方使い方、ウォークの効果などについて

説明を受けました。ポールの使い 

方を少し変えるだけで汗がでてき 

たと感じる人も。一周を終えた皆 

さん、初体験ながらいくつかの効 

能・効果を感じられたようでした。 

（老上老ク連副会長 畑 實） 

 

＊老上市民センターの夏の大掃除に御協力をいただ
き、ありがとうございました。 

＊5月 1日より老上学区まちづくり協議会の 
事務局員としてお世話になっております。 
どうぞよろしくお願いします。（今村とも子） 

 

 

 

来
て
ね 

5 月 29 日、老上学区と老上西学区体育振興会合同

主催で、歩こう会が開催されました。80 名の参加者が

老上市民センターを出発し、7㎞を完歩しました。 

ＡＬＬ老上学区「歩こう会」伏見稲荷・東福寺を歩く  

子どもから高齢者までが笑顔で幸せな生活ができる住
み良いまちづくりにチャレンジします！ 

老上老人クラブ連合会 第 20 回グラウンドゴルフ大会 

6 月 2 日、矢橋総合グラウンドで好天のもと 9 単

位クラブが熱戦を展開しまし 

た。優勝は「湖州平いこい会」 

2 位は「矢橋帰帆クラブ寿会」 

でした。 

☆お知らせ☆ 

 

地域から健康発信！「健幸宣言プロジェクト」 

 


